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第2回衛生工学シンポジウム
1994.11北海遊大学学術交流会館

4-1 
みなとみらし、 2 1 巽おイ共辛合における

ブζこ支賠キ葉持金熱も筆寄葬品システム

佐藤卓司〈三菱地所第一建築部〉堀俊博〈三菱地所建築業務部〉

はじめに

横浜市みなとみらい 21地区における熱供給事業は、横浜博覧会向けに平成元年4月から供

給を開始し、現在は横浜ランドマークタワー、横浜銀行本庖ピルなど6棟の欝要家に対し熱の

供給を行っている。

現在稼動しているセンタープラントは、地域冷暖房専用の建物として平成元年に l期工事が

完成、その後平成5年の2期工事を経て平成6年3月には建麗の増築を含めた3期工事が竣工

し、冷房能力で22，510RT、蒸気発生霊129T/Hの熱供給プラントとなっている o
当プラントの最大の特徴は、蓄熱量30，000RTHの潜熱蓄熱システム〈氷蓄熱)を採
用している事である白この潜熱蓄熱システムは、負荷の時間変動を平準化し、夜間電力を最大

限に活用する事により、電力需要のピークカット及びエネルギーコストを削減する事を目的と

して計罰され、平成6年3月に3期工事として完成し、現在順調に稼動中である。

みなとみらい21熱供給の潜熱蓄熱システムについて運転実績を含めて紹介を行う。

1 .みなとみらい 21地区の地域冷暖房の概饗

みなとみらい 21地区は横浜駅周辺地区と関内、伊勢佐木町地区の閉の海沿いに位置し、三

菱重工横浜造船所の跡地を中心とした既存の陸地 11 0 h a に加え新たに 76 h aを埋立た合

計18 6 h a白地区を指している o

みなとみらい21地区は全体を第1期開発地区(中央地区)、第2期開発地区〈高島地区〉、

第3期開発地罷(新港地区)の3地区に分けて開発される。第1期開発地区である中央地区に

は2箇所のプラントから熱の供給を行う予定であり、第2プラントが現在建設中である。

表-1に各地震の熱負荷想定、図-1に中央地区の供給区域閣を示す。
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1黄停浜 港

表-1

…
段…冊目。
m
S
B
2

晴
防
司
附
}
・
・
d
e

内
唱
日
軍
"
'
'

d
u叩

H
H
・

au

唱。，
U

M
砂

"'E
、.

日

混

…

…

盛

}

“

一

…
回
配
…

m
m
m

一

府
間

c
d
H

・H
g
H
a
H
白

山
飴
刀
…
m
m
h拍

尚

一

日

冷

〈

町

一

…
物
級
一

ω
ω
ω
一

回
〉

H
S
S
S

一

…d
m
h

…m
却
制
一

…
建
怒
…

2

1
山、，、
J

、，

…
区
区
区

町
一
地
地
池

山

名

目

失

島

港

山
中
一
高
出
制

H
r
h

，‘、，‘、

区
…
同
制
成
伸
明

同
区
区
区

日
発
発
売

地
日
開
問
問
問

刊
附
柿

m闘
叩

刷

.‘.畠働
F

拘
7
h伽
"

内

九

…帥務掛崎鋭掛帥鈴掛

幽回開:f也峨導管{将来}

首都高速道路 検羽線

円。FO 



センタープラント概要および主要機器は下記に示す通りである。

プラント建屋 表-2 主主it 機総表
所在地横浜市中区桜木町 1-1-45

規 模地下1、地上6、塔屋2階

構 造鉄骨鉄筋コンクリート造

機器名 4称 {士 i議
合 数

I 1!Jl 11M 1111111 将来 合計

電動ターボ冷凍機 300RT 
延床面積 10，999nf ト一一一 トー町一m

プラント設備〈最終完成時〉

冷凍機 33，500RT

ボイラ 200T/H

氷蓄熱槽 30，OOORTH 

電気 3柑3線66KV

本線予備線方式

15，OOOKVAx2 
地域配管設備

問 よ

間 上

吸収冷凍機

蒸タ気ータボーピ冷ン凍駆動機

氷 議 熱 糟

燦管ボイラ

同 上

同 上

3.000RT 3 
一 一

?冷・8卿水~~b1卿うイン) 2 2 

1. 350RT 3 3 
一8.000RT 2 

一 一15.000RTh 2 2 

9.6t/h 

15t/h 
一24t/h 

配管方式 4管式(冷水、蒸気) トー一一

開 上 36t/h 2 2 
調道(共同溝一部専用絹道〉内

供給条件冷水往60C 返130C 

一 一

蒸気 8.5kg/cm2G 

2 .潜熱蓄熱システム (ST L)について

(1) STL潜熱蓄熱システムとは

7l<管ボイラ

畏変電設備

工業用水槽

オイルタシク

40t/h 
一15.000KVA 
一一一駒トー一一

2. 400m3 

65kl <nl由〉 2 

熱エネルギーの貯蔵の為にある穣の化学物質の潜熱を利用する考えは吉くからあり、合成樹

脂製のカプセル状容器に潜熱蓄熱剤を封入したものを蓄熱エレメントとして用いる方式も各種

開発されている o今回紹介する STL蓄熱システムもその lつで、 1980年墳にフランスで

開発、実用化されたものであり、 1985年に宮本に技術導入された o

STL替熱システムではノジ品ールと呼ばれる潜熱蓄熱材を使用する。ノジュールは球状の

プラスチ Vク容器内に潜熱斉tlを封入したもので、その形状とす法を圏一2にしめす。潜熱蓄熱
剤は水iこ少震の過冷却訪止剤、棺分離防止剤、殺蘭剤が添加されたものを使用している口潜熱

蓄熱の最大の利点は単位容積当たりの蓄熱量が大きいことであり、蓄熱槽 1m.3当たりの蓄熱量
は約40，OOOkcalと水の蓄熱槽の約 11倍である。ノジュールを充填した槽の中を不'
凍液を循環させ、ノジユ{ル内の蓄熱剤を凝問、融解させることにより蓄熱、放熱を行うシス

テムである。蓄熱槽の形状は白血に選定できるので、設寵する場所に応じて最適の蓄熱槽を設

計することが可能である。

(2) STL蓄熱システムの概要

みなとみらい21 センタープラントの STL 蓄熱槽は~積2. 200m 3、蓄熱量30.OOOR T Hの
t世界最大級の潜熱蓄熱槽である。表-3，こ STL蓄熱槽の概要、国一 3，こSTL蓄熱システム
の機器構成及び配管系統を示すo

(3) STL潜熱蓄熱システムの特徴

①蓄・放熱時の伝熱特性を考癒した大きさを脊する球状カヅセルの採用

球体とすることにより、蓄熱材と伝熱流体〈不凍液〉との熱交換が均一に行われ、槽

内の充填密度が上げられる。カプセルの材質は、軽量性、耐圧性、加工性、経済性を

考慮し寵径約80mmの高密度ポリエチレン樹脂を使用している o

@過冷却妨止荊、柑分離防止剤

カプセル!持の蓄熱剤の過冷却現象を最小販に抑え、またカプセル内において個体、液

体の椋分離を防止する。
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③密閉構造の蓄熱槽と低熱流体の均一分散器

STL蓄熱システムではノジュールと伝熱流体を均一に接触させる必要があることか

ら、密閉型の蓄熱槽とし、{云熱流体の出入り口にはニ重のリング型の波分散器を取

付けているロ

図-4にカプセルの形状、民一 5にカプセル内の蓄熱剤の過冷却曲線を訴す。

図-3
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表-3

項 目 続 模

守整寄
寝論議熱意 33.200 Rt/h 

設計蓄熱量 30.000 Rt/h 

i替熱蓄熱材の常用銀数 594万個

1ik 書長 出 カ 5.000 Rt 

放 童九 時 間 6 h L 
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3 .運転実績

(1)運転記録

表-4に運転記録の…例、図..，-6、7'こ蓄放熱パターン及び受電唱力量の時間変化をしめすo

外気温は中間期としては比較的高く、最大冷爵負荷は約8，000RT、一日の冷房負荷は
9 7 ，57 0 RTHであった。夜間蓄熱への移行率は 1自の冷房負荷に対し 34. 8 %、電力
使用震の夜間唱力への移行事は46. 6 %であった。

尚、当プラントの最終完成時には熱掠機器容量において 15%のどークカットとなり、また

年間の冷熱製造量においては30%以上が潜熱蓄熱システムによる夜間電力使用に移行するも

のと考えている o

( 2 )蓄熱運転時のcOP
表-5，こ蓄熱運転時のc0 P (蓄熱c0 P) 
蓄熱copの計算は次式によるロ

QCh X3024 
蓄熱cop=

(PR十PSP十Pc・I・+Pcwp)X860 

を示す。 表-4

羽 自 退転飽録

1.外気温度 最儀気温 18.7 (・C)・・・・・ 05:00

最高気温 27.1 ("C)・・・・・ 14:ω

2.1l't1n負荷と股俄選転状況 I(冷m負荷の時間l!I!化とE宜俄退転状況}

Q凶:蓄熱量 (Rt.h) 

PR 蓄熱運転時の冷凍機動力 (kWh)

PBP 蓄熱運転時のフヲイン・ポンプ動力 (kWh)

PCT 蓄熱運転時の冷却培ファン動力 (kWh)

Pcwp:蓄熱運転時の冷却水ポンプ動力 (kWh)

表-5

冷腐負荷ー
平成‘年'Rω臼

略剣

鴎-6

日担nl骨m負荷 97，570 (Rt.h) 

時間怜1軍負荷 ! 扱，)、 890(Rt)，級大7，948(Rり

は脚備の遺伝結果i諮i蹴持IIJJ ! 6月日日E附~山b目的:30
熱i"'4)宮崎 I3，600 (m' /h):糸内綴1附蕊
滋|諜熱速度 I 3，660 (Rt) 上記湾総時間内の平崎健

転!書偽量 i 34，500 (Rt，ω 
紋i怒舷時間 16月10日08:1日-6月10自19:10
1.A I7・ヲ4)減量 i 300 -1点00(m'/刷:荊内挺旅ゑ銅線
返|紋熱溜皮 i超大 4，500(Rt) o. ，最小 1，000(制
緩 i故熱量 134，000 (Rt，ω: lill;noox紋偽完了.

同書偽股倒申蹴状況 |滋転時間 !日月10日00:00-6月間2叩…24時m

最大負荷 i 3，815 (Rt) ，.. 1(:目。
最小負荷 I ..890 (Rt)・・・ 05:ω
劉迫熱危.163，070 (抗t.h)

機器名称 i自費電力量 (kWh) 望書熱f在(Rt'h) 

低温ターポ冷凍機

ER帽5 16，320 

ER・6 .16，240 

'Iti熱プライン・ポンプ
34，500 

BP刷茸毘5 1.581 

BP明ER6 1，602 

冷 剖1 IIf 
4，500 

冷却水ポンプ

総 #1 40，251 」帯熱COP=3.01

市房負荷[Rt'h]

図…7
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#盲目自慢富曲目由{冒阻} 冒聞睦園{政胞} 冷眉負荷
=コ 値観窃鑓" t:お罷""" 制時+"
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おわりに

潜熱菩熱システムについては、本年3月からの運転の為まだ十分なヂータ収集及び解析が行

われていないが、今後も年閤を適した週転実績の調査を行い、導入効果について研究を行いた

いと考えている o最後に当潜熱蓄熱システムの計画から運転実績のヂーター収集、解析に査る

まで御指導と御協力を環いたみなとみらい21熱供給(株)殿、東京電力〈株〉殿、三菱油化

エンジユアリング(株〉殿に謝意を表Lたい。
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